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“累了"との比較からみる“累着了"の
表現機能

李非

1. 問題提起

北京語を代表とする北方方言では、文法構造が異なる二つの表現である

“累着了"と“累了"はともに、「人間の身体に疲れが生じたり、疲労が溜

まったりするJ 事態を言い表すのに用いられ、言い換えが可能な場合が少

なくない。

(1) a 休累着了日巴，快坐下来歌歌。(文リ明恒 桂花)

(疲れたでしょう。早く座って休んでください。)

b 休累了昭，快坐下来歌歌。

(2) a 体今天陪了我一天，累了日巴? (李錦林 不負苔天)

(あなたは今日ず、っと付き添ってくれたので、疲れたでしょう。)

b 休今天陪了我一天，累着了日巴?

(1) a の“累着了"を“票了"に置き換え、(1) b のように言っても文は

問題なく成り立つ。また、 (2) a の“累了"を“累着了"に変えた (2) b 

も自然な表現となっている。意味に関しても、“累着了"と“累了"はとも

に「疲れた」などに訳されることが多いため、両者は一見全く同じ意味を

表す表現として用いられているように見える。しかし、次の例に見られる

ように、両者はお互いに言い換えられない場合もある。

(3) a 和方耀学長汁沿了一下午美子治文的写作思路，真的是感覚到有

点累了。(叶聡夷最完美的女該)

-164- (143) 



(方耀先輩と午後はず、っと論文の構想、について話し合っていたの

で、本当に疲れたなと思った。)

b ??和方耀学長吋沿了一下午美子治文的写作思路，真的是感覚到有

点累着了。

(4) a “昭，好一一体自己奇腰小心一一"宇文老先生悦着，忽又友出了

一昨経咳。“釜省，悠又累着了! "宇文ば心忙上去扶着他到太姉

椅上坐下。(林侃茶洞仙歌)

(1うん、わかった。あなたも腰に気を付けて」と年取った宇文さ

んは言うと、突然また軽い咳をし始めた。「お父さん、また疲れ

ちゃったでしょう」。字文泳心はすぐに彼を支えてひじかけ椅

子に座らせた。)

b ??釜笹，悠又累了!

(3) a と (3) b のように、“累了"を“累着了"に置き換えると、非文で

はないものの文全体の整合性が低くなる。一方、 (4) a と (4) b のように

逆に“累着了"を“累了"にすると、同じく非文にはならないが、前後の

文脈からみた場合、非常に不自然な表現となってしまう。この二つの例か

ら、“累着了"と“累了"との聞に何らかの意味的あるいは表現機能上の違

いが存在することが窺えるが、それは一体何であるのか。また、両者は実

際の発話の中でどのように使い分けられているのか。本稿ではこうした問

題を中心に考察を行う。

2. I身体的悪影響」を表す“V 着了"表現

従来の先行研究において、“累着了"と“累了"の両者を同時に取り上

げて、その意味や用法上の違いについて論じた文献は、管見の限り、ほと

んどないといってよい。それは恐らく異なる文法要素からなる両者は、そ

もそも異なるものとして認識されており、その表現としての類似性が看過

されやすいためと思われる。“累了"は“累"と新しい状況への変化を表す

“了"からなっており、「疲れるという状態へ変化したJ ことを表す。一方、

“累着了"は「“累着" +“了"J の構造からなっており、結果補語“着" 1) 
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からなる“累着"の実現形であり、直訳すると「疲れて具合が悪くなったJ

という意味を表す。つまり、“累了"と違って、“累着了"は“累"よりも

結果補語“着"の表現であるといえる。

ここで、結果補語“着"及び「身体的悪影響」を表す“V 着了"表現に

ついて少し触れたい。北方方言に特徴的な結果補語“着"は様々な動詞と

結びつくことで、大きく分けて二つの結果意を表している。一つは、“芙"

(買う)、“借" (借りる)などの他動詞に対し「獲得」意を補う用法であり、

もう一つは、状態を表す自動詞と結合し、そうした状態が原因で人間の身

体に何らかの「悪影響」が生じることを表す用法である 2)。本稿の考察対

象である“票着了"はこの後者の用法であり、“累"という状態が原因と

なって、身体に悪影響が生じたことを表す。「身体的悪影響」意を表す場

合、“V 着"は“了"を伴い“V 着了"の形で用いられることが多く、“累

着了"以外に、“俄着了"“涼着了"なども日常会話において使用頻度が高

い用例である。

(5) 人要是俄着了，就没力笥上山采弱，不采弱就更没根食吃了。(林

宗愚冠奴特)

(お腹が空いたら、山に行って薬草を取る力が出ないし、薬草を

取らなかったらますますご飯を食べられなくなる。)

(6) 迭十該子穿得太少，涼着了。[因“掠"市病] (対月隼等200 1)

(この子はあまりにも薄着をしていたから、風邪をひいた。) [“流"

が原因で病気になる]

本稿ではこうした用例をまとめて、「身体的悪影響」を表す“V着了"表

現とよぶことにする。李2011:95-97 では、“V着了"表現の意味と表現機能

上の特徴は主に次の二点にあると指摘した。

① “V 着了"が用いられる場合、「人聞が自らの性質ではなく、ある

行為や状態(=外的要因)によって V の状態に変化させられたJ

というニュアンスが強い。

② 症状や身体の様態についての具体的な描写とともに用いられや

すいことから、“V着了"はある症状や様子を自の前にし、その
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原因について推測するための表現といえる。従って、“V 着了"

において動詞 V が実際の状態を表すというより、原因事態とし

て後から継ぎ足されたものと考えられる。

李2011 はこの二点をふまえ、“累着了"と“累了"との違いについても

言及している。まず①から、身体を疲れさせる外的要因がはっきりと示さ

れている場合、次の例のように、“累着了"を“累了"に置き換えると不自

然な文となってしまう。下線部は疲れの原因を示している。

(7) a 不辻，草包倒不像失要倫'搬的新，古井不末技西望，只是歩恋有

些眼路。官不是年記大了，就是在此之前干了其他的活jL而累着

了。(李 2011)

(しかし、草包は怠けるようなロバには見えない。草包は決して

きょろきよろしない。ただ歩くときに少しよろよろするだけだ。

草包は年を取っているのでなければ、きっとここに来る前に別

の仕事をして、疲れたのだ。)

b ??官不是年記大了 就是在此之前干了其他的活jL市累了。

また、②から“累了"は人聞が実際に「疲れる」という状態に変化した

ことを表すのに対し、“累着了"では“累"が身体的悪影響の原因として導

入されているにすぎず、単に人聞が現に「疲れる」という状態にあること

を指しているわけではないとしている。ただし、この点に関しては論拠と

なるような用例は挙げ得なかった。こうした違いが“累着了"と“累了"

との聞に見られるのならば、必ず何らかの形で統語や表現機能の面にも反

映されるはずであるが、実際の用例に基づく検証は李2011 ではそこまで踏

みこまなかった。

そこで本稿では、実際の用例に見られる“累着了"と“累了"の前後の

文脈に注目し、②の考察結果に対し検証をしつつ、両者の違いを明らかに

したい。また、認識のモダリテイの一つである証拠性 (evidentiality) の観

点からその考察結果を捉え直すことで、両者の違いが本質的にはどこから

生じているのかについて論述する。
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3. 推測の場合における“累着了"と“累了"

“累着了"がある症状や様態、に対し、その原因について推測するときに用

いられやすいという特徴は例文 (7) a と次の (8) から見て取れる。身体

の具体的な様子を描いている波線の部分に注目されたい。

(7) a 不辻，草包倒不像失要倫倣的!ðF ， 古井不家政西望，只是歩恋有

些眼路。官不是年金己大了， 就是在此之前干了其他的活JL市票着

了。(李 2011)

(8) 笑着笑着，:*突然牽了一下，眼前先是一黒，然后是冒出来一片

砕花。到底是年!j7大了，累着了。他只好坐在披紙堆上，好好晴

息一下。(李2011)

(笑っているうちに、頭が急にめまいを感じ、目の前がまず、真っ

暗になり、それから細かい模様がちかちかするようになった。

やはり年を取ったから、疲れてしまったのだ。彼は仕方なく積

み上げた新聞紙の上に座り、深呼吸をした。)

(7) a と (8) における“累着了"はともに、波線部が示す症状や様態の

原因を説明するために用いられており、日本語に訳すと「きっと疲れたん

だろう、疲れてしまったのだ」といったニュアンスをもっO つまり、ここ

での“累着了"の表現機能は「眼前の事実に対し、その原因について推測

して、後から説明を加える」ことである。この場合、“累着了"を“累了"

に置き換え、“就是在此之前干了其他的活)L而累了" 3) “到底是年!j7大了，

累了"とした場合、文自体は非文ではないが、前後の文脈との整合性から

判断するとやはり不自然な表現となってしまう。

では、“累了"にはこのような表現機能が備わっていないのか。“累了"

が推測に用いられた場合、その前後文脈にどのような特徴が見られるの

か。以下では、陳述文と会話文の二つの場合に分けてこのことについて考

察し、“累着了"との差異を明らかにする。

3.1. 陳述文の場合

陳述文における“累着了"の表現機能は (7) a と (8) の例から明らか
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になったので、以下では推測を表す陳述文に用いられる“累了"の例につ

いて見てみたい。

(9) 迭吋店里己径没有什会客人了，大豹也快到イ火i十イfJ升午仮的吋候

了。一小年記不小的熟客仔也吃完了仮，却不弓上走，和店イ火イfJ

侃汗了大山。銭老板大概也累了， h人后厨出来，投球椅坐下，点

着了畑，也折返客仔侃大山。(何店治 中国教授|司姐豹)

(この時店にはもう客がほとんどおらず、もうかれこれ従業員の

昼食の時間だ、った。一人の年配の常連客が食事を済ませたもの

の、まだ帰ろうとはせず、従業員たちとむだ話をしていた。オー

ナーの銭さんも疲れたようで、奥の厨房から出てきて、椅子に

腰かけ、たばこに火をつけて、この客のむだ話に耳を傾けた。)

(10) 母奈不住地往炉腫里加柴，通紅的火焔映着地飽径凡霜的面廃。

母来可能是累了，唆収一声自活道“嫁到老王家凡十年了，我迩

没吃辻~鍋水佼呪。" (王化清~鍋俊子)

(母は絶えずかまどにまきを加え続け、その苦労のしわが刻まれ

た顔が真っ赤な炎に照らされていた。母は恐らく疲れたらしく、

「王家に嫁いでから何十年もたつが、まだ最初に鮫子を食べたこ

とがないわJ と嘆いた。)

(7) a、 (8) と (9) (10) を比較してまず気づくのは、 (9) (10) では人

間の疲れたときの具体的な様子が特に描かれていないことだ。 (7) a、 (8)

の場合、そうした様子は波線部によって示されており、それを根拠に「主

人公がきっと疲れたのだろう」と推測しているが、 (9) (10) ではそうし

た根拠がないままにいきなり推測を行っているのである。従って、「眼前

の事実に基づく推測」を行う“累着了"に比べ、“累了"はより主観的な推

測を表すのに用いられていることがわかる。そして、このことと連動して、

“累了"の場合“可能"や“大概"のような副調と共起しないと推測を表す

ことができないが、“累着了"はそれらの副詞を伴わなくても原因の推測に

用いることカ宝できる。

また、 (7) a、 (8) と (9) (10) の内容を比較してみると、もう一つの違
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いが見えてくる。 (7) a、 (8) では、“累着了"はその前の波線部が示す症

状や様態がなぜ生じたのかについて説明を加えているのに対し、 (9) (10) 

では“累了"はその後に述べられている主人公の言動の原因として導入さ

れている。 (9) において“銭老板"が“肌后厨出来~侃大山"の一連の行

動をとったのは明らかに疲れたためであり、 (10) の場合、母親の嘆きが

身体の疲れによるものと判断されている。“因-j]" や“所以"のような接続

詞がないものの、“累了"の節とその後の節との聞に因果関係を見出せる。

この点は、前の文脈に対し原因説明を行う“票着了"と最も大きな違いで

あるといえる。 (9) (10) において症状や様態についての描写がないのもこ

の違いをよく反映しており、“累了"は前の文の内容を受けて現れたのでは

なく、むしろ後の文の原因事態として導入されているからである。

以上の比較から、推測の場合における“票着了"と“累了"との差異が

明らかになったと同時に、「眼前の事実に対し、その原因について推測し

て、後から説明を加える」という表現機能は“累着了"に特徴的であるこ

とが見て取れる。一方、“累了"が推測の文に用いられた場合、この特徴は

観察されず、“累着了"とは異なる文脈に用いられている。そのため、前後

文脈から (9) (10) の“累了"は“累着了"に置き換えられない。

3.2. 会話文の場合

次は、推測の発話に現れる“累着了"と“累了"の例文をそれぞれ取り上

げ、その前後文脈に注目しながら両者を比較してみたい。まず、“累了"の

例を先に見ていくことにする。

(11) 商人像逃准似的飽了半里述。叶阿……"程羽水哀壕一声，不慮、再

前進了。“忽i"了?是不是累了? "務斐青経柔地擦持地額失上

的汗水。“体忍耐一点，等我イi'J到了城里，再芙丙匹弓代歩好了。"

(子澄心笑姻縁)

(二人はまるで逃げ延び、てきたかのように半里ほと令走っていた。

「ああ……」と程羽泳は泣き叫ぶと、それ以上進もうとしない。

「どうしたの。疲れたのかな」騎斐青は彼女の額の汗を軽くふき

取った。「もう少し我慢して。町に入れば、馬を二頭買ってそれ
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に乗って行こう。J)

(12) 業振亜愈説愈激功， ~金上的表情也愈来愈准看。“少苓!休是不是

太累了? "雷清海小心翼翼地探阿着，み人小到大，業振亜一宜是

十温和i兼恭、性情処良的該子，他b人不曽見辻菜振亜友法会大的

牌句。(甲后友姑娘奇縁)

(斐振亜は話せば話すほど興奮してきて、顔の表情もますます険

しくなってきた。「ぼっちゃんはひどくお疲れになっているの

でしょう」と雷清海が注意深く尋ねた。子供の時から、業振亜

はず、っと礼儀正しく、性格が穏やかで優しい子だ、ったので、こ

んなに怒るのを見たのは初めてだ、った。)

(11) (12) において、話し手は聞き手が恐らく疲れたであろうと推測し

た上で、それを聞き手に確認するための発話に“累了"を用いている。こ

こでは、波線部から聞き手の苦しそうな様子が窺われ、それが話し手の推

測の根拠にもなっている。この点からみると、“累了"は“累着了"と同

じ表現機能を果たしているように見えるのだが、この場合においても“累

了"は前の文脈に対し後から説明を加えているわけではないことが見て取

れる。 (11) (12) における、“~~了?是不是累了? "と“少苓!休是不是

太累了? "の二つの発話は、波線部の様態の原因についての推測ではある

が、前の様態に対し説明や解釈を行っているのではなく、むしろその原因

(“累，，)を聞き手に確かめることによって、聞き手の様態の変化を気遣って

いるのである。そのため、例えば (11)ではその後に続く「もう少し我慢

して。町に入れば、馬を二頭買ってそれに乗って行こう。」という会話の

流れにつながっていく。 (12) の“小心翼翼地探向着"からも話し手が聞き

手に対し気を配っていることがわかるべでは、会話文における“累着了"

の場合はどうだろうか。

(13) “我迭病，看来是好不了了，法府里的福，我伯是享到失、再享不

起了……"我忙劾地:“大妨妨悦卿里活， f恋法病，不是一日好似

一日時?央i午是悠今JL小累着了，要不要我会合悠撞揺探探? " (対

心武秦可卿之死)
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(1私の病はどうももう治らないみたいです。この家での幸せもこ

こまでだわ。J 私はあわてて彼女を慰めて言った。「奥様、何を

おっしゃいますか。ご病気は一日ごとに徐々に良くなってらっ

しゃるじゃありませんか。恐らく今日はちょっとお疲れになっ

ただけですよ。私が肩を採みましょうか。J)

(14) “看体精神笥色不太好，忽~，在国外累着了?迭科一周旅瀞，都是

京証慢妊，↑艮不得不睡覚来回看景点。件、;忘づえ不多休息九天日阿? " 

(対猛危机四伏第一季)

(1元気がないみたいだが、海外で疲れたのかな。こういう世界一

周旅行はみんなスケジ、ユールが厳しく、できることなら睡眠時

間まで観光に充てたいほどだよ。なぜもうちょっと休みをとら

なかったのJ)

まず波線部から、この場合でも病状や様態についての言及がなされてい

ることがわかる。 (13) では、“我迭病~再享不起了"の発話から話し手の

病状の深刻さが窺える。それに続く「私」の発話は「彼女」を慰めようと

するものであり、そのため“累着了"を用いて「彼女」の病気に対し、「恐

らく今日はちょっとお疲れになっただけですよ。」と原因を説明している。

(14) は相手がなぜ体調を崩したのかについて客観的に分析している場面

であり、ここでも“累着了"は後から説明を加える形で用いられている。

但し、“体忽仏不多休息凡天明? "からは相手を気遣う気持ちも読み取れる

ので、会話文における“累着了"の表現機能は陳述文の場合よりもやや複

雑になっている。

以上の例文から、推測の会話文の場合でも“累着了"と“累了"との聞

に違いが存在することがわかった。“累着了"は陳述文の場合とほぼ同様の

表現機能を果たしているのに対し、“累了"は聞き手の体調を気遣うことに

重きを置いている。陳述文の場合の考察結果と考え合わせると、“累了"に

は“累着了"に見られるような表現機能が備わっておらず、「眼前の事実に

対し原因を推測し、後から説明を加える」という働きは“累着了"に特有

のものと考えられる。
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4. 証拠性の観点からみた“累着了"と“累了"

3章では推測の場合に用いられる“累了"の例を取り上げ、“累着了"と

の比較を行った。ここでは、推測以外の場合における“累了"と“累着了"

の用法上の差異にも注目したい。筆者が {CCLi吾料庫〉及び〈亦凡公益図

有惰〉の二つのコーパスを使って両者の用例について調査した結果、“累

了"は推測よりも以下の例のように「誰それが疲れを感じた」ということ

を述べるのに用いられることが多いが、“累着了"にはこの用法が見当たら

ず、“累了"から“累着了"への言い換えも不成立であることがわかった。

(15) a 他的量了我的脊背，測武了我的力量和移功速度。我真的彼累了，

所以迩没測完他イfJ就停止了。 (CCL)

(彼らは私の背中を測り、さらに筋力と移動速度を測定した。私

が本当に疲れていたので、彼らは測定を途中でやめた。)

b* 我真的復累着了，所以迩没測完他1fJ就停止了。

(16) a 他汗始党得累了，一宣彼疲芳。情況如此糟樵，連我都替他党得

累。 (CCL)

(彼は疲れを感じ始め、ず、っと疲労がたまったままだ、った。こん

なに思わしくない状況の中にあっては、彼のことを思うと私で

さえ疲れを感じてしまう。)

b* 他汗始党得累着了，一宣彼疲芳。

(15) b が非文となるのは、動補構造(動調+結果補語)としての“累着

了"は程度副詞(“彼，，)と共起できないこととも関係しているが、“真的"

や“彼"をなくした“??我累着了，所以迩没測完他伯就停止了。"という文

もやはり不自然で、ある。 (16) b が非文なのは“累着了"が一般的に“覚得"

や“感覚"などの動詞と共起しにくいことと関係しているが、これについ

てはまた後でふれることにする。この 2例からもわかるように、“累着了"

は“累了"と違って「誰それが疲れたJ ということを述べるための表現で

はなく、自の前の表情や様子から「どうも疲れたようだ、きっと疲れてい

るのだろう」ということを表すのに用いられているのである。以下では、
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証拠性の観点から“累着了"に見られるこの表現機能を捉えてみたい0

4.1 証拠性について

まず、福田 2011:246 に基づいて証拠性 (evidentiality) という概念につい

て簡単に紹介したい。福田2011 は中国語における「静態形容詞+“不了つ

という構造が表す意味を証拠性の観点から分析した論考である。その中で

「証拠性」という概念について広義の立場から、「話し手が頭の中で考えた

り想像したりしたことを表すのではなく、外部に存在する情報を観察した

り取り入れたりしたことを通じて、その認識が成立していることを表す形

式(日本語記述文法研究会編2003:164) J と説明し、「話者の感覚以外の情

報を通して得られた証拠を参照していることをもって、証拠性の表現とす

る」と定義している。福田 2011 は「静態形容調+“不了"J が表す認識的

判断は必ず何らかの情報源や根拠を基にしていることに注目し、従来は推

測及び認識的モダリテイ 5) として大まかに捉えられていたこの形式を証拠

性の表現として捉え直している。以下はその具体例である。

(17) 史更新一定是寓汗了原来的地方，可是他往嚇里去呪?既然他不

能走路了，当然他就逸不了，所以等偽宰1fJ走了之后，他就又在

返附近尋技起来。(福田 201 1)

(史更新はきっともとの場所から離れただろうが、どこへ行った

のだろうか。彼は歩けないだろうから、当然そう遠くは(行け)

ないだろう。だから軍隊が去った後、彼はこの付近をまた探し

求めた。)

(18) 周伯通町阿笑道:“那就好地，一小女該)L若是波眉大眼，黒黒的

股蛋，像我郭兄弟一般，那自然是美不了。" (福田 201 1)

(周伯通は笑って言った。「女が濃い眉で大きな目、黒い頬、ま

るで郭兄弟のようだ、ったら、それじゃ、美しいはずはないだろ

う。 J)

(17) の“近不了"は「遠くは(行け)ないはずだ」という判断を表し

ており、これは「彼は歩けないJ (点線)という情報に基づく推論である。

(18) の“美不了"は「美しいはずはないだろう」という推測を表している
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が、これも点線の部分の内容、つまり「もし郭さんのような顔なら」とい

うことを判断の根拠にしている。福田2011 では“返不了"“美不了のよう

な、何らかの情報源に基づく認識的解釈を表す表現を証拠性の表現とよん

でいる。この観点から考えると、本稿の考察対象である“累着了"も証拠

性の表現として捉えることができる。ここでもう一度 (7) a、 (8) の例を

以下に取り上げ、 (17) (18) と比較してみたい。

(7) a 不辻，草包倒不像尖要倫倣的!ðF ， 古井不家政西望，只是歩杏有

些眼路。官不是年記大了，就是在此之前干了其他的活JL而累着

了。

(8) 笑着笑着，~突然牽了一下，眼前先是-黒，然后是冒出来一片

砕花。到底是年!:f7大了，累着了。他只好坐在披紙堆上，好好晴

息一下。

(7) a、 (8) における波線部は (17) (18) の点線部と同様、“累着了"と

いう判断の情報源になっていることがわかる。 3章では“累着了"の表現

機能を「眼前の事実に対しその原因について推測し、後から説明を加える」

としたが、証拠性の観点からみると、“累着了"はまさに、発話者が何ら

かの情報源に基づいて認識的解釈を行う際に用いる証拠性の表現である。

“累着了"が「これはどうも疲れたようだ、きっと疲れているのだろう」に

訳されることが多いのもこのためである 6)o

但し、“累着了"と「静態形容調+“不了"J との聞に違いも見られる。

(7) a、 (8) では“累着了"は目の前の症状を情報源として、その原因につ

いての認識的解釈を行っているが、 (17) (18) における“追不了"“美不

了"は予め提供されている情報源を基に、その帰結としての事態を論理的

に推論している(福田 2011:241)。つまり、両者が行う認識的解釈は異な

る種類のものである。また、「静態形容詞+“不了"J はそれ自体で証拠性

の表現として用いることができるのに対し、“累着了"の場合、認定・判断

の気持ちを表す“是"と共起することが多い。このことから“累着了"は

単独で証拠性の表現になっているのではなく、文の他の要素の力を借りな

がらそうした働きをしていることが見て取れる。
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4.2. 認識と感覚という二つの捉え方

以上、証拠性の観点から“累着了"の表現機能を捉ぇ直してみた。「人間

が疲れている」ということを示す様々な情報源を基に認識的解釈を行うこ

とは、“累着了"の表現機能上の最大の特徴といえる。 3章では表現機能の

面から推測の場合における“票着了"と“累了"との違いについて指摘し

たが、本節ではこのことをふまえ、両者の意味上の違いが一体どこにある

のかについて考えてみたい。

“累着了"と“累了"との本質的な違いは、結局のところ、同じ事態に対す

る捉え方の違いにあるといえる。認知言語学の大家であるラネカーの考え

によれば、人間はある客観的な事実を言語化する際、必ず自分なりの捉え

方 (cons加al) を言語に投影させるという九 construal については、 Iability 

to conceive and portray the same situation in altemate waysJ と説明する。要す

るに同じ状況に対する異なる受け止め方、描き方ということである。この

考えに従えば、“累着了"と“累了"は、「疲れる」という事態をどのよう

に捉えるのかという点において大きく異なる。すなわち、“崇了"は「疲れ

る」ことを感覚として述べているのに対し、“累着了"はそのことを認識し

たときに用いる表現である。平たくいえば、話し手自身が疲れを感じ、「あ

あ疲れたな」と言う場合は“我累了"であり、自分以外の人が疲れた表情

や様子を浮かべているのを見た場合は“体(他)累着了"となる。但し、

感覚としての“累了"は必ずしも自分自身にのみ用いられるわけではなく、

話し手が他者の感覚を主観的に推測して言う場合も考えられる。このこと

は例文 (9) (10) において“累了"の主語が第三人称の“銭老板"“母来"

となっていることからも見て取れる。

“累了"と“累着了"が同じ事態を感覚として述べるのか、それとも認識

として述べるのかによって使い分けられているということがわかると、冒

頭の例文句) (4) において“累着了"と“累了"がなぜお互いに言い換え

ることができないのかも見えてくる。

(3) a 和方耀学長汁沿了一下午美子治文的写作思路，真的是感覚到有

点累了。
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b ??和方耀学長汁沿了一下午美子治文的写作思路，真的是感覚到有

点累着了。

(4) a “昭，好一一体自己奇腰小心一一"宇文老先生琉着，忽又友出了

一陣経咳。“釜釜，悠又累着了! "宇文投jく心忙上去扶着他到太姉

椅上坐下。

b ??省首，悠又累了!

感覚の表現である“累了"は“感覚"や“覚得"などの「感じる」こと

を表す動調と相性がよく、共起することが多いのに対し、認識の表現であ

る“累着了"は“感覚"とは相いれないため、 (3) b はほぼ非文である。一

方、 (4) a では波線部が「年取った字文さんがせき込んでいるJ ことを描い

ており、話し手が認識する上での根拠が示されているので、当然この場合

感覚の“累了"よりも認識の表現である“累着了"の方が適切である。こ

れらの例から、感覚と認識というこつの捉ぇ方の違いが直接、両者の統語

の面にも反映されていることが見て取れる。

5. まとめ

本稿は“累着了"と“累了"が実際にどのように使い分けられているの

かという問題から出発し、推測の場合を中心に両者の表現機能について検

証し、その結果“累着了"にのみ「眼前の事実に対しその原因について推

測し、後から説明を加える」という表現機能が備わっていることがわかっ

た。さらに証拠性の観点からそうした表現機能を捉え直し、“累着了"は人

間の症状や様子などの情報源を基に、「どうも疲れたようだ、きっと疲れ

ているのだろう」と認識的解釈を行う表現であることを明らかにした。そ

れに対し、“累了"は話者が自分あるいは他人の「疲れた」感覚を述べると

きに用いる表現である。

この考察結果は李2011 の分析と符合するものである。李2011 では“累

着了"と“累了"との違いについて、「“累着了"では“累"が身体的悪影

響の原因として導入されているにすぎず、単に人聞が現にそうした状態に

あることを指しているわけではないJ と指摘した。「人聞が現にそうした状
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態にある」ことを述べるのは“累了"の役割であり、目の前の症状や様子

に対する話者の認識的解釈を表す“累着了"において、“累"は実際の状態

よりもそうした症状や様子をもたらした原因を表すためにあるといえる。

なお、李2011 は「身体的悪影響」を表す“V着了"の表現機能を全体的

に捉えた上で、“累着了"と“累了"との違いに言及したのに対し、本稿の

考察結果は両者に特化したものである。“累着了"がもっ証拠性の表現とし

ての働きが、果たして“V着了"表現全般に見られるものかどうかについ

ての考察は今後の課題としたい。

〈注〉

1) 北京語を代表とする北方方言において、結果補語“着"は通常“zháo"

または軽声の "zhao" に発音され、進行や持続を表すアスペクトマー

カーの“着" (“zhe") とは区別されている。

2) この記述は刻月隼等2001:542-543 を参照している。「身体的悪影響」の

事態に用いられる結果補語“着"の意味に関して、刻月半等2001:543 は

「用在某些功河或形容河后，表示功作或某科情況対人或事物F生了不良

后果。(一部の動調と形容詞の後に用いられて、動作あるいはある種の

状況が人や事物に対し悪い結果を生じさせたことを表す)J と定義して

いる。

3) この文が表現として整合性が低いもう一つの理由は、“在此之前干了其

他的活JL" の部分で身体を疲れさせる外的要因が示されているので、

“累了"よりも“票着了"の方が好まれるためでもある。“累着了"と

“累了"の使い分けにはこの要因も大いに関係しているが、本稿では文

や発話における両者の表現機能という別の側面から考察を行う 0

4) 例文 (12) において、波線部は“少苓!体是不是太累了? "という発話

の推測の根拠にはなっているが、実は疲れた様子ではなく、怒りの表情

を表していることが文の最後の“友迭仏大的牌句"から見て取れる。こ

のことからも、“累了"の文は波線部の表情についての直接の説明では

ないことがわかる。“累了"はそうした表情の原因である怒りがさらに

何によって生じたのかについての推測であるため、波線部との関係は

“累着了"の場合と比べると間接的である。この場合、根拠と推測は直

接的には結びついていないので、“累了"はやはりより主観的な推測を

表すのに用いられる傾向にあるといえる。そのため、“累了"は以下の
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ような推測の根拠が全く示されていない例にも用いられている。

-允珠望着一小空椅子，怯怯地向道:“日恩，我也……坐下来，行時? "文

珠妊家把椅子投了辻来，説道:“累了日巴，快辻来坐下日巴。体是自己一

小人胞到迭里的時? " (那群攻攻示吋光)

(允珠が空いている椅子を見て、おどおどと尋ねた。「あの、私も…座っ

て、いいですかJ 文珠は急いで椅子を引っ張ってきて、言った。「疲

れたのかい。早くお座り。一人でここに来たのかなj)

5) 日本語記述文法研究会編2003:134で、は認識モダリティーを「情報伝達文

の構成にあたって、その文によって示される事柄や情報に対する話し

手のさまざまな認識的態度を表し分けるものである」と定義している。

6) なお、日本語記述文法研究会編2003 では日本語における証拠性の表現

として、「ょうだj rのだろう」などを挙げている。

-道路が濡れている。どうやら、昨夜雨が降ったようだ0

・パソコンの電源が入らない。壊れてしまったのだろう。

このことから、“累着了"が証拠性の表現として用いられていることは

日本語の対訳からも窺えることがわかる。

7) Langacker2008:43 を参照。
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